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ウ ソピエト連邦 .工 チ
キ サウジアラビア ク マラヤ
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② 次のA，弘C， Dの各帆それぞれ下のに二コで囲んだ鉱産物抄く産する田川あつめたものです・
ムB，C， D，の各Clt九それぞれどの鉱産物を多{産する国H¥ ( )の中に鉱産物の記号を書きなさい.
Af$ 7メリ'h合集凪ソピエト連総ペネズエラ，タエート，サウジ7ラピT
B群 マラヤ，中昆ボリビ7，インドネシ7，γピエト連邦
G群 アメリカ合栄圏，北ロー デシア(突の保護領)，チ 1)，ソピエト述払カナダ
D群 yピエト適兆 7メリカ合111:国，中liiI.フランス.スウェー デン
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く アメリカ合衆国の場合〉 く Yピエト連邦の場合>
分 析 的 |同 題
I~ ア イ ウ @ 計 開
分析的 問 題
¥ ② 可E ア ウ 計
戸 l。1 0 8 1 0 30 58 i悶 。 5 50 3 58 
--.. 一汁1P1012 1 1 4 2 
41 100 
題 × 1 1 28 5 42 I 
針 l16 78 6 」
上記の表のとおり，アメリカ合衆国における鉄鉱石産地の分布についての正答率は41 %で必
す.しも高いものとはいえない。 yピエト述邦で協同記H形式が3~1尺 1 であることにもよるが，
- 5 9-
78%の高い正答率会示しでいる。とれについて調査問題の結果との相関でみれば，分析的問題

























¥ (A原油群) fすBず群鉱) C 群 (D鉄鉱群) (銅鉛謁
二盗 ア 8 7 4 5 
B 
Ic~ @ 4 0 3 4 3 1 3 0 
題 ウ
。
2 2 1 6 8 1 1 コこ
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1952 1955 1953 19叫 195Z 1955 1953 19岬 1952 1955 1953 1日時 195219551958192
総理府統計局 第12回「国際統計要覧jによる.) 
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(b) 1;> 6 1 年における生産高の多い順に，それぞれのグラ 7 の記号を~きなさい。
|順位 f 11213 1 41
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@ 問題 .ー . ② 
(a) {匂}
四四回岬骨明・ー ー - ーー 甲-....----ー 両晶画国圃a・ー ーー田ー ，ー ーーー『ーーー園田町骨骨岨 ..._----ー ー 四ー ーー 司ー・・ー 曲
正 答 3200~34 1~  ア，イ.'Aヱ コこ イ
正答率 23% 34% 2 7% 4 5 qも
① aの正答範囲4どととでは，
ウの 19 6 1年度における生産














(一ぷのYUiは，指数合 14 0と考え実際の生産局司令3000万ト γとした者が7%であると見
る。〉
0印は正答車iWff，。印は最も正しい値〉
応答分布 ¥ 140 1 1 451 1~O 
正答率 ω I 7 I 2I 
折れ線グラフを読む問題と しては，主礎的で容易な問題であるにもかかわらず，正答率は
2 3~も とかなり低い。とくに，鉄鋼生磁の指数合 1 6 0とする最も正しい数値合選び，実際の












析分 分析的問題 ① (均
的 ~ 。 ヱウイアf羽 アイウヱ ヱイウア その他 無答h!i 
~、
調 ア 5% 24 ι 。
査
闘 イ 5 1 。
題
と ウ 12 1 1 1 0 。
同 @ 一 16 2 8 1 、.J
② 骨十 34 40 25 
(表6)
前 間 題
①， ~- 。 × 計。 2 7 7 3 4 
(吋
× 4 5 2 1 6 6 


































エ Ei...附...回 l リ 草 'L n、. ニロンなど)
5p 1qD 
(総理府統計局 第12回「国際統計要覧Jによる。)






(31 結局，日本は 19 5 5年ごろから鉄鋼生産高が噌加し，それはグラフの勾配によっても理僻でき，
また， 1 9 6 1年では位界の第 4位になったというように完全に理解しているものは.表5のとおり
16%であった。
全国学力問題の正答率20%の具体的な分析結巣は以上のようになる。














ト¥ 分析的問題 ② 
調 人¥ ア イ ウ ② 無 言1・
査 ア 1 1 5 6 。 23 
間 イ 8 ? 5 
。 21 
題 ウ 1 1 2 14 8 
。 35 
@ 5 4 1 0 。 20 
@ 
費E 。 。 。。


















分 ¥ 千②葉 イ ウ析 品1路 福岡
的 ア 15 5 子
1田 2 
趨 イ
つ 1 7 
@ ⑤| 1 1 5 
1 
































































































は小麦，@は ------ーー 戸ーーー ーー ー・・ーーーーー -ー.・ーーーーー--.園甲--ーーーーーーーーーーーーー圃曹園田 骨ー骨曲目ー...-ー---_.._----ー『
米を表わして オ 農業技術の進歩Kょっτ，米が毎年ょくできるようになり， しかも， 食生活などの変化もあったので.鎗入置の減少が目だつほうが米である。






















て， r折れ線グラフ」 → 「考え方(判断の迎由)J→「設問中の判断Jの思考過程をふんだ傾向が強
いと祭せられる。つまり.判断のわく会決定し， しかるのちに5者択 1とした生徒よりも， 6人の生
徒の考え方のア~カまでの全部をとおし， 6者択1の形式として問題全解決した生徒が多いのではな
かったかと思われる。判断のわく会決定するということは明らかに，決定するだけのなんらかの知識
や理解が以前に習得 されていな げればならない。 その点，文部省の中胡報告では， r . .
6肢選択のようにみえるが，米の輸入が減少し小麦のそれが増加していること全知っている生徒にと
っては， 3肢選択の問題であり・・・・・・・・・ゴと判断のわくを最初から認める態度で記述されている杭




































































































，つぎに， @， @のどちらも正答した者 (2.6%)は，①のグラフの特色合どのくらい濯解してい
るか会考察するために，両者の相闘をとってみた勾
~ 分析的問題②.@
析分 ミ斗 0 ， × 
的 。 20 32 
問
¥1 x 6 1 42 題



































o I 6 i 3 i 33 I 1 2 I 1 I 55 的
× 3 1デ 10 1 0 。42 問題。 5 
分 析 的
"，!ァ ③ 
o 1 1 40' 







111 1I 55 
計う 1 無




















0 1231311 11551 
F 出X I 3 I 39 I 0 無 I0 1 3 I 0 














































































































d 江戸待代の末どろ (19世紀)外国K対する関心がたかまり， 洋学を学ぶ者が増加したe
(8) 結果と考察
a 分析的問題の正当~




























































































2 1 2 
5 5 
14 5 1 6 
5 8 1 6 
。
。 。






















ア 、. イ ウ コ二
理択肢 -v-;t;Jレト
， 
フラソνスコ クイリアム フピライ E ノ、y 計
国グピエノレ 置7.ダムス
応答率 (%) 2 9 0 る 2 100 

















































法律学，経済学の進歩 2 0 
印刷機械の伝来 1 7 
勘合船による文化の影響 34 
ョー ロ yパの学問伝来 58 
洋書輸入祭止の意義和 4 3 
太陽暦の採用 1る
外人の蘭学教侵 6 5 





類型 |エ ドイ :ク
A 1  : 0 : 0 
一一一・




一 -一ーD t :X : X 一 一ー一E ，0 ;0 一 ! 
F × ;0 i× 一










A， B， C， Dはエの正答者で， 58%の正答率であ
る。 }
E， F， G， Hはヱの誤答者で42%の誤答率である。









H (23 %) 一一一 キリスド教の伝来に伴う影響についての理解が，ふじゅうぶんでるる。
o Aa'上位とし， B，._.G 'a'中位， H~下位として，球解程度合段階的にみると，それぞれ 1 1 
%， 66%， 23%となる。とのととから，キリスト教の伝‘来に直接関係のある主義がらについ
ての生徒の理解程度はかなり低いといわざる会えない。
o iラー ロ yパの新しい学聞の伝来J，こついては正答できなかったけれども，その他の関係星第象
についてi図解していた生徒 (E，F， G) Iま約 2~Jである。したがって調査問題には正答でき
なかったから，キリスト教の伝来については態解がふじ申うぶんだとはいちがいにいえない。
o また， E， F， Gの生徒は， i印刷機繊の伝来」ゃ「救済感染Jについてある程度理解して
いるのであるから，調査問題の選択肢(エ)を棋まったのは，設閣の「キリスト教の伝来」を
[西欧学聞の伝来」と読み違えて応答した生徒もいるのではないかと察せられる。
- 7 8 -




r------_ ア イ ヴ ヱ オ カ キ ク 無
a (江戸中期〕 1 4 8 5 21 ③ 13 14 3 
b (明治初期) 6 8 25 .8 。@ 5 13 1 
トー 一一
.0 (明治中紛 @ 8 5 13 1 5 2 7 。


























































正答の選択肢工会選んでいる者は 25人，つまり 25%の正答率である。これは，県平均3o. 1 %，































g 日本人や日本船が海外に行〈 ζとを禁じたの℃ 日本人の海外発展はまったくとだえた。




碕 -_.ヒゴ ' 遺 使 2・:‘4 
とう



























2 ム 国邑会 . 七 子力調査より 5
ヵ且経過してから行な勺た分析的問題の正答芸名古f示したものである。




























































8 8 。 2 。 6 。。
22 24 
問 題 @ 
ウ ② オ 無 計。 。 10 
4 4 5 19 
2 4 。 14 
2 1 5 7 41 。 。 4 
2 2 。 1 1 。 。。 1 









42%， c- 3 7 '1らという










つぎに， c- 37%と. f-42%について時，両者の指示文がともに「初期にはー~--，. J 





時代の文化合と りあげており，その中で 「平安時代の文学作品名と人名会一つずつ選びなさ V'oJ













分析的問題 回 ① 
分 ~ ア イ ウ ③ オ カ 無 計 |
析 a 8 5 4 。 2'1， 。 20 
的 b 5 5 6 20 。色 43 
!凶 !:@ 4 5 4 22 2 2 。 37 
題 d 5 6 7 5 。 25 
s囚 e 2 ヲ ，4 6 2 2 .26 
，① d 2 24 2 7 。 42 @ 
.g 2 。 1 2 。 7 
計 1 0 4 1 4 1 1 1 00 
と・れらの生徒は唐とα湖 (0は正答校，数字%)
係会示す歴史$象fこういては，ある程度理解しているものと怠われる。
つぎに，②金調査問題とのrfil関で調べてみると，調査問題の正答率 25%のうち 19%(8tlJ 
~Sî) は 01こ. 1 3 % (約5割)はfに応答しているととろから，調査問題の正答の選択肢ヱとほ
ぼ同ーの②cの問題とは，かなりの相関があるものと忠われる。


























































分 oI 4 I 2 I 0 I 11 I 1 I 2 I 20 
析大和
的 x I 18 I 20 I 6 I 12、 17I 2 I 75 
間(:)I 4 1 4 1 0 1 11 I 3 I 1 1 23 I 
飛鳥
題 xI 18 I Hl I 6 I 12 I 15 I 3 I 72 
。 3 1 8 5 。16 
回 奈良 叫ーー ー四ー---白骨目-.園開 -ー--司 ーーー 畠ー 園ー田由--司ーー-曲目 _.・ 』ー四× 1 9 21 5 15 15 4 79 
。 4 2 10 2 1 20 
室町 一ーー 戸田園田ー -ー-.--ーー ー
副司曲直』 ・ー"・ー --骨ー 【円再目『司，









大和時代. 3 5 % 
飛鳥時代 3 8 % 
|奈良時代 2 4 % 
i室町時代 3 9 % 
相手国 l
4 0 % I 
3 5 % 
3 9 % 



























日本 了ジ 7 ! ヨーロ '11'1'1 rメリカ






.r1「寸 >1 (2) I 
-第一次世界大識に参加する ;・中撃民国がでまる
幼'l- ! 
・原 i. の立~敷友会内閣ができる i ・ 中国に五・四運動が起とる ;・ イギリスで選挙法が改正される









1 品、 Jd :・第二次大殺が起とる
・日独伊三師事同盟が結ばれb・7・ー γ 一一一一一一一一γ一一一一一一一一一一ー
・太平洋~争が起E る a 
1 略年表中(l)，にあてはまる事がらはどれですか。ill.こあではまる事がらるAiJの中から 一つ選ぴなさい.
(2)， (3) Iま分析研究の対象外なので省略〕










1 5 % 1 8，5 % 23，0 qも
'-.. . 
ポーッごス条約 |ロ時1目見|白山1)_11lJ3w， ';;;-r悔|士 r 甫件| 宮怠
1 5 0/0 21%1 34 %1 1 5 弘| 13%12% 
計



























































































調査 I 調 査 E 
問 題 !Il 回
① ② ① ② j@ @ ⑤ IJ 





















無記 入 -一一一声-----一一一一一一一一一一----_...一一一一一 1%
}誤答とする。





















日露戦争の後， ポー ッマス条約が結ぼれた 8%
第一次世界大戦前にポーツマス条約が結問れた 3% 
五.一五事件ゃ 日清戦争は I (1) l.の近〈でないから 4% 
ポー ツ7ス条約が| (1) | にいらばん近付思戸たから 2% 
その他 1 ~も
無記入 3私




























ヱ 関税自主備会獲得する(条約改正がなる)一一一一正答率 15% 
選んだ理由
選んだ理由の正しいもの(省略) 1 2% 
1 に(1) 1 Iこあてはめる年代がいらばん近いような気がした 2% 
無記入 1% 
“オ 川五・一五事件グ受己こる u 一一一一一応答率 11 % 
選んだ辺由
・，五 ・一五島事件で飯部が政権舎にぎったから 2% 
五・一五議件が起と ったため， "第一次世界大戦に多加した 2% 
年代的にとらえて 2% 
なんとはなしに ・ 1% 




































77~¥ご竺 ア イ ウ ヨこ オ 計









② H英l司盟カ鴇止される : 1 5 27 @ 10 ? 1 00 
:@日清戦争が起とる ! 42 fI @ 4 3 5 1 00 1 
ー
@関税自主権合獲得する 6 6 8 15 @ 1 00 
~)五 ・一五事件が起こ る 8 ， 10 5 @ 9 1 00 . 
(0は正答率， 数字は%)
解していると考え

































.0 。。 × 
.応答率
16% 














.X 。 3 % 
× × 32% 
以上，関税自主権(条約改正・)の年代的な事がらについての魁解合みてきたが，との問題1:み
ら汎るように，近代史に闘する問題は，歴史的事象の複雑きなどにもよるか，生徒の理解程度は
さtわめてわるい。本年度の全国学力調査の結果でも，全調査問中，1誌も低率であったι との問題
(小間@)を修繕するには，生徒は選択肢にあけ・られた五つの取がらと，略年表に記載されてい
- 9.3-
る主義項むよって解答すると思われる。しかし，時蓄年表の$がらがかなり省略されているので，細
かな年~~的記憶にたよらなければ解答できない閉題であるために，生徒に高い年代的理解を要求
しているようにも思われる。
指導にあたっては，次のニ~，t.と《に留意する必要があろう。
()，) -歴史的にものごと生脅えさせるような指導であること。
歴史的事象をただら列的な知識の習得として指導するので協なく，それが，どのような原因で，
どは~.J:.うな経過をたどり，どのような影響を及ぼしたかというように，段階をふんで思考させ
るような指導が必要である。たとえば; 'i条約改正」の学習では，不平等条約下の明治の日本
告と理解'させ，それが臼本の発展にとっ，てどんなに大きな簿著書であったかを認識させる(原因)。
条約改五の推移金調べ.そ払が容易に達成きれなかったIのはなぜかを考えさを，さらに国力の
充実がなければ有利な条約が結べなかった当時の国際社会のずかた会つかませる(経過)。と
れらの学習をとおして，条約改正の達成は明治時代におけるあらゆる砺での努力によって達成
されたこと合理解きせ. 日本がタト圏と対等な立場から国際社会の舞台に成長したいきさつを考
えさせる(影響〉。
また，これらの学習にあたっては，つねに外国との関連をとくに留意してあっかうことが重要
であろう。
(三) 年間配当時間にあたっては近代史に重点、をおき，配当時聞か縮少されないように配慮すると
と。
日本の歴史合指導する際，学年はじめに全体的な計画を立て各時代における指導時数の配分を
考えているととではあるけれども，古代史や中世史などの学習に時間企かげ過ぎ，近代史仏は
いるころは時闘がなくなり，とおりいっぺんな学習会流してしまうか，三学年にもらとむ傾向
になりやすい。したがって，生徒の近代史tこ関する学習が確実な理解として定着せず，調査の
結果のようにきわめて悪い正答率を示したのだとも考えられる。指導にあたってはこの点tζじ
ゅうぶん留意会し，年出計画の立案にあたって，とくに近代史にじゅうぶん時間企かけて指導
のできるよう，配当時間企再構成することがたいせつである。(執筆者南場 毅〉
一94-
